
地域再生計画 
 

１ 地域再生計画の名称 
  豊かな自然と産業が調和する“元気な鹿沼”まちづくり計画 
 
２ 地域再生計画の作成主体の名称 
  栃木県、栃木県鹿沼市 
 
３ 地域再生計画の区域 
  栃木県鹿沼市の全域 
 
４ 地域再生計画の目標 
  鹿沼市は、平成１８年１月１日、隣接する粟野町と合併し、人口約１０万４千人、

面積４９０．６２ｋ㎡の規模を有する広大な地域となった。本市は、栃木県の中西部

に位置し、日光連山からの豊かな自然が連続し、昔ながらの風景を残す丘陵の樹林地

や県内有数の清流である大芦川などがあり、市域の約６８％を占める緑の空間が広が

っている。西北部の山林地帯は、前日光県立自然公園に指定され、古峰ヶ原神社、井

戸湿原及び前日光牧場など美しい景観を形成すると共に、優良な森林資源を供給し、

古くから林業・木工業を基幹とする「木工のまち」として発展を遂げてきた。さらに、

栃木県は、林業の担い手育成と林業体験を目的として、栃木県２１世紀林業創造の森

を平成１２年にオープンさせ、林業の一層の振興を図ることとした。 
  また、園芸用土「鹿沼土」を利用したサツキ等の花木栽培やイチゴ（とちおとめ）・

ニラ等、施設園芸作物の全国有数の産地が市南部に広がり、首都圏への一大食糧供給

基地となっている。市では、こうした優良な特産物・商品について、独自に「かぬま

ブランド」認定制度を設け、全国的なＰＲ活動を積極的に展開しているが、昨今の経

済状況や消費者ニーズの変化等により、木工関連地場産業の低迷等、地域経済は深刻

な問題に直面しており、東京から約１００ｋｍという地理的優位性や特色を活かし、

更なる産業の活性化が急務の課題となっている。 
さらに、鹿沼インターチェンジ周辺においては、流通の拠点であるとちぎ流通セン

ターや鹿沼工業団地・鹿沼木工団地等の産業関連施設のほか、栃木県運転免許センタ

ー、市民のスポーツ振興の拠点となるフォレストアリーナ、レクリェーションの場と

しての自然の森総合公園や花木センター等、多種多様な施設が集積しており、合併後

の市民の交流促進を図る上でも、当地域へのアクセス機能の強化を図らなければなら

ない。 
山間地域においても、後継者不足による高齢化の急速な進行や市街地との生活利便

性の格差是正等の問題が深刻であり、地域の主要産業である林業の活性化をはじめ、

市内の各拠点施設（学校、病院等）へのアクセスを確保し、地域社会の発展と定住化

促進を図ることが重要な課題となっている。 
 こうしたことから、本市では、豊かな自然を背景に、そこに暮らす市民一人ひとり

が、活力ある産業を育て、元気に、そして、お互いに助け合いながら、安心して暮ら

せるまちづくりの実現に向け、新鹿沼駅を中心とした都市再生整備計画と合わせなが

ら、地域の再生計画を策定することとする。 
具体的な施策として、地域産業の活性化と地域間の連携を図るため、市道の整備を

実施すると共に、市街地においては、新鹿沼駅を中心として都市空間を形成し、利便

性を向上させることにより、各レクリェーション施設へのネットワークを形成し、交

流人口を１０％増加（年間利用者２０万人→２２万人へ）させる。また、市主催の各



種イベント（さつきまつり、泣き相撲等）の開催時において積極的に、「かぬまブラ

ンド」認定品である、さつき、いちご、にら等をＰＲし地元産業の活性化を図る。林

業においては、林道の利用区域内森林における間伐等の森林整備を１０％実施し、林

業の振興と地域環境の改善を図ることを目標とする。 
 
目標１ とちぎ流通センターへのアクセス機能の強化 
    （市街地から流通業務団地へのアクセス時間約３分短縮） 
 
目標２ 交流人口の増加（自然の森総合公園、粟野総合運動公園など） 
    （従来値の１０％増 年間利用者２０万人から２２万人へ） 
 
目標３ 森林整備の推進 

（平成１８年度以降開設した林道の利用区域面積の１０％以上の森林整備

（平成２２までの５年間の合計５３ｈａ）） 
 
 

５ 目標を達成するために行う事業 
 ５－１ 全体の概要 
   市民の多様な都市活動を支えるためには、都市間・地域間を結ぶ交通ネットワー

クを形成し、さまざまな分野で地域間の連携を図ることが必要である。また、人々

の生活の場であるコミュニティや文化、経済活動の拠点となる地域の核を形成させ、

なおかつ周辺の自然的景観に調和した都市空間を確保することも重要である。 
   その中で、新鹿沼駅周辺においては、各種交通を円滑にすると共に、利用者の利

便性を向上させ、豊かな自然を活かした快適な居住空間を形成する。 
また、本市東部に位置するとちぎ流通センターにおいては、都市基盤となる商工

業施設や栃木県運転免許センターのほか、フォレストアリーナや自然の森総合公園

など余暇時間の有効活用のための施設が充実しているため、市道０３５５号線を改

築整備することによりアクセス機能の強化を図る。加えて、同様に市道７０３７号

線及び市道７０４９号線については、工業団地内の道路を修繕することにより本来

の機能を回復させ、道路交通の安全性を確保する。 
   また、旧粟野地域においては、市道０１０３号線を改築整備することにより、粟

野総合運動公園や中学４校が統合された粟野中学校などの各施設へのアクセス機

能の改善を図り、県道及びその他の市道への道路ネットワークを構築する。 
さらに、林道真上男丸柏木線、林道与州加戸沢線、林道黄金沢線及び林道横根線

を整備することにより、森林整備を確保し、森林の多面的な機能の増進を図るとと

もに、隣接地域間の交通ネットワークを形成し、前日光県立自然公園内の各種交流

促進施設と板荷地区に平成１９年度に本格オープンした「いたが楽習の森」鹿沼市

自然体験交流センター等の連携促進や、地域間交流の促進及び災害時の迂回路を確

保する。  
 
 ５－２ 法第５章の特別の措置を適用して行う事業 
  道整備交付金を活用する事業 

  対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を了している。なお、

整備箇所等については、別紙の整備箇所を示した図面による。 
  ・市町村道：道路法に規定する市町村道に昭和５７年３月１５日、昭和６２年３月

３０日に認定済み。 



  ・林  道：森林法による渡良瀬川地域森林計画（平成１８年樹立）に路線を記載。 
 ［施設の種類（事業区域）、事業主体］ 
  ・市町村道（鹿沼市）   鹿沼市 
  ・林  道（鹿沼市）   栃木県・鹿沼市 
 ［事業期間］ 
  ・市町村道（平成１８～２２年度）、林道（平成２０～２２年度） 
 ［整備量および事業費］ 
  ・市町村道 ３．５ｋｍ、林道 ７．７ｋｍ 
  ・総事業費 １，３５３，６００千円（うち交付金 ６５５，８００千円） 
   （内訳）市町村道 ６１３，６００千円（うち交付金３０６，８００千円） 
       林  道 ７４０，０００千円（うち交付金３４９，０００千円） 
  
５－３ その他の事業 
  地域再生法による特別の措置を活用するほか、「豊かな自然と産業が調和する“元

気な鹿沼”まちづくり計画」を達成するため、以下の事業を総合的かつ一体的に行う

ものとする。 
  １）東武新鹿沼駅を中心にオープンスペースの確保や周辺の自然に調和した景観作

りを行う。 
  ２）駅周辺地区への来街者の増加を図るため、バリアフリー対策により安全でゆと

りある歩行者空間を確保する。 
  ３）無秩序な市街地開発を抑制するため、周辺の自然的景観資源を活かしながら都

市基盤整備を行い、快適な居住環境の形成を図る。 
 
６ 計画期間 
  平成１８年度～平成２２年度 
 
７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 
  鹿沼市は、４に示す地域再生計画の目標について計画終了後に必要な調査を行い、

状況の把握・公表するとともに、達成状況の評価、改善すべき事項の検討等を行うこ

ととする。 
 
８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 
  該当無し 
 


